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目的目的

• 東京女子医科大学病院では、平成18年8月より
医薬品情報統合システムJUS D.I.（株式会社スズ
ケン）を導入したことで、電子カルテおよび院内
イントラネットを利用し医薬品の添付文書情報の
参照や錠剤鑑別等が可能となっている。このこと
により、医薬品情報室への用法・用量や錠剤鑑別
等の添付文書情報に関する問い合わせ件数が減少
した。

• そこで今回、本システムのログイン状況について
調査するとともに、院内のコメディカルに対して
当システムの使用実態調査を行ったので報告する。



システムの概要システムの概要

Internet PC
（医薬品情報室）

JUS D.I. サーバー
（医薬品情報室）

Data更新

・・・・・・・・

各電子カルテ等PC端末



機能の概要機能の概要【【添付文書の参照添付文書の参照】】

①病院基幹システムからの参照

「販売名ＩＮＤＥＸ検索」画面へ



① ②

①採用薬・未採用薬の検索が可能
②採用薬・院外専用薬の種別の表示が可能
③添付文書の表示

販売名販売名INDEXINDEX検索検索

③



添付文書・インタビューフォームの表示添付文書・インタビューフォームの表示

①

③

②

④

⑤

①添付文書がPDFファイルで閲覧可能
②各種コードや薬価の表示
③製剤写真の参照
④「薬剤部からのお知らせ」に取扱中止・
　　
　製造中止等の情報を表示
⑤インタビューフォームの表示



②処方時の添付文書情報の参照

薬品情報

処方オーダー画面から「薬品情報検索」のボタンから医薬品情報の参照が可能



機能の概要機能の概要【【医薬品情報室での作業医薬品情報室での作業】】

・薬品毎に採用の有無やインタビューフォーム等の情報の編集および登録

　を行う。
・主に薬事委員会（月1回開催）後、メンテナンスを行う。

・最大10種の採用分類が表示可能

・最大10項目が表示可能



方法方法

　JUS D.I.サーバーよりシステムのログイン状況について
データを収集し、院内のコメディカルに本システムの使
用状況について、利用頻度等の11項目のアンケートを
行い、その有用性を評価した。

　 ログイン調査期間：平成２０年1月1日～

　　　　　　　　　　　　　　　　　8月31日の8ヵ月間
　

　アンケート実施時期：平成20年5月1日～

　　　　　　　　　　　　　　　5月20日までの20日間

　対象職種：医師、薬剤師、看護師、その他コメディカル

　　　　　　　　計250名を任意に抽出



【【結果結果 11】】1. 1. 建物別ログイン回数建物別ログイン回数
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2. 2. 部署別ログイン回数部署別ログイン回数
回
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【【結果結果 22】】アンケート結果アンケート結果
回答人数：111名（回収率 44.4%）

　　　　
　医師 36名、薬剤師 28名、看護師 44名、その他 3名

①職種および勤務年数

32%

25%

40%

3%

医師 薬剤師 看護師 その他

3%
21%

18%

35%

23%

1年未満 1～5年 5～10年 10～20年 20年以上
（臨床工学技士）

（36人）

（28人）

（44人）

（3人）
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（20人）
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②認知度　　　　■知っていた　■知らなかった

72%

28%

96%

4%

100%

0%

医師（n=36） 薬剤師（n=28）

看護師（n=44） その他（n=3）

67%

33%

（26人）

（10人）

（27人）

（1人）

（44人）

（２人）

（1人）（0人）

¾医師は72％、薬剤師は96％、看護師は100％、その他
（臨床工学技士）は67％といずれの職種も認知度は高かった。



③システムの利用の有無　
　　■利用したことがある　■知っていたが利用したことはない

医師（n=36） 薬剤師（n=28）

看護師（n=44） その他（n=3）
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¾医師の73％、薬剤師の93％、看護師の89％、その他（臨床
　　
　工学技士）では100％が当システムを利用したことがあった。



57%25%

0%

4% 14%

④利用頻度（複数選択可）
　　　　■ほぼ毎日　■2～3日に1回　■1週間に1回
　　　　　　 ■その他　　■無回答
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¾医師と看護師の約半数が1週間に1度は必ず使用しているの
　
　に対して、約6割の薬剤師がほぼ毎日使用していた。



⑤どのような時に利用しているか（複数選択可）
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⑥利用目的（複数選択可）
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¾各職種とも、用法・用量の確認、効能・効果の
確認、副作用の確認や相互作用の確認等、添付
文書情報を確認する際に当システムを利用して
いることが多いことが分かった。

¾医師で患者への説明の際に、添付文書情報を閲
覧しながら行っているとの回答が見られた。

¾薬剤師、看護師では、添付文書情報以外に錠剤
鑑別や持参薬の確認に当システムを利用してい
た。また、当院採用薬以外の医薬品の情報を得
る際にも使用していることが分かった。

¾医師、薬剤師では薬価を確認する際にも使用し
ていることが分かった。



⑦システムを利用して役にたったこと（記述）

■医師

・副作用を心配している患者に、添付文書情報か
ら副作用の頻度を調べて説明を行えた結果、患
者の不安を取り除くことができた。

・添付文書情報や剤形写真などを表示でき、患者
には大好評。

・日本医薬品集を購入しなくなった。

・作用機序の確認ができた。

・同効薬との比較

・常用量の確認



■薬剤師

・医師や看護師からの医薬品に関する問い合わせに迅速に対
応できた（９件）。

・ジェネリック薬の添付文書の確認ができた（4件）。

・錠剤の鑑別（3件）

・持参薬の確認（3件）

・電子カルテを開きながら添付文書情報等の確認ができた。

・病棟でも添付文書情報が閲覧できる。

・病棟業務の際に、書籍を持ち歩かずにすむようになった。

・医師に画面で添付文書情報を確認してもらえた。

・文中語検索が可能

・薬価情報

・院内採用薬・未採用薬の確認ができる。



■看護師

・用法・用量、効能の確認ができた（10件）。

・副作用・相互作用の確認ができた（8件）。

・錠剤の鑑別（5件）

・医薬品の情報が迅速に調べられるようになった（4件）。

・医師の処方が出た際に、何の目的で使用するのか確認できた。

・用法・用量を確認してから、医師の指示を受けられる。

・製剤写真があるので、実際の薬剤と確認ができて良い。

・新人への教育の際に役立った。

・添付文書が印刷できるので便利。

・ジェネリック薬の添付文書の確認ができた。

・医薬品集等の書籍を購入しなくてすむ。

・医薬品情報室に問い合わせをしなくても、医薬品の情報をある程

　度入手できる。



■役に立ったこと

¾いずれの職種においても、当システムの利用頻度
は高く、医薬品添付文書情報が迅速に調べること
ができ便利であると感じていることが分かった。

¾薬剤師は、システムを利用することで医師や看護
師からの問い合わせに迅速に対応できるようにな
ったと感じていることが分かった。

¾日本医薬品等を購入しなくなったとの意見が、医
師と看護師に見られた。

¾薬剤師では、病棟業務を行う際に書籍を持ち歩か
ないで済むようになったとの意見も見られた。



⑧薬品情報システムに対する感想（複数選択可）

　　　　　　　　　　　　　　 医　 薬　 看　 他

・添付文書情報がすぐ閲覧できるので便利　 17   23　35    1   

・採用医薬品以外の添付文書情報も検索が

　できるので便利

・持参薬の確認ができて便利 5   10  16    

・錠剤鑑別ができて便利 3   12  11

・薬価が分かって便利 　 　1    6    4    1

・情報の検索がしにくい 　　　　　　　　　1 3    　 1

・情報が見難い

・情報量が少ない 1

・その他 3    2

（件数）

　9   　21  17



⑨今後、どのようなシステムを希望するか（記述）

■ 医師

・緊急安全性情報等の安全性情報が閲覧できると
良い。

・小児薬用量の表示

・相互作用の一覧

・注射剤の配合変化の情報

・同効薬の検索

・保険適応の病名の表示

・処方時に医薬品情報がチェックできるシステム



■ 薬剤師

・注射剤の配合変化の情報（5件）

・併用禁忌の情報

・薬品の保管上の注意

・文献等、医薬品情報室で得られた情報の閲覧

・試薬の情報

・院内での処方例

・医薬品情報Q&A

・医薬品の患者用説明書

・試薬の情報



■ 看護師

・注射剤の配合変化の情報（5件）

・併用禁忌薬の情報検索

・薬品名のキーワード検索が可能なシステム

・患者用の医薬品情報用紙が出力できるシステム

・海外の医薬品も検索ができるシステム

■ その他

・学会レベルの情報が閲覧できるシステム



⑩その他の意見（記述）（全職種）

• INDEX検索の際に、テンキー入力ではなく、直接
入力できると良い（5件）。

• システムに関するインフォメーションをもっと積
極的に行うべき。

• 当システムを知らないスタッフにインフォメーシ
ョンしたい。

• 今まであまり活用していなかったので、今後活用
したい。

• 更なる情報提供を期待する。

• 無停電電源の確保等、停電時の対応を検討して欲
しい。



考察考察

• 今回のアンケート結果から、院内での利用率
は高く、医師が処方の際に添付文書を閲覧で
きることや、各職種において、持参薬の確認
等に便利であるとの回答が多く、本システム
の有用性が示唆された。

• 一方、INDEX検索以外の機能について周知さ
れていない機能があり、今後、院内の説明会
等を開催し、システムについてのインフォメー
ションが必要であると言える。

• 今後、注射剤の配合変化情報の閲覧や、相互
作用に関する情報提供について検討していく
必要がある。



結語結語

• 当院で導入した医薬品情報システムJUS 
D.I.を利用することで、医薬品情報室への
錠剤鑑別等の問い合わせは減少した。

• 最新の添付文書情報が、端末があればどこ
でも入手することができ、独自情報フィー
ルドを活用することで迅速な情報提供が可
能である。

• 医薬品情報室の発信情報が多岐に渡り利用
されており、各現場で必要とされている情
報が提供できる体制をさらに整えていきた
いと考えている。


